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市
で
は
、
性
別
や
性
自
認
、
性

的
思
考
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
に

よ
る
差
別
を
禁
止
す
る
「
多
様
性

を
尊
重
し
合
う
共
生
社
会
づ
く
り

条
例
」を
４
月
に
施
行
し
ま
し
た
。

７
月
６
日
に
は
、
令
和
５
年
度

か
ら
の
５
カ
年
計
画
の
策
定
に
向

け
計
画
案
を
、
多
様
性
を
尊
重
し

合
う
共
生
社
会
づ
く
り
審
議
会

（
尾
䑓
ゆ
み
会
長
）
に
諮
問
し
ま

し
た
。

計
画
の
基
本
方
針
は
、
す
べ
て

の
人
に
優
し
い
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

市
は
、
大
阪
市
に
本
社
を
構
え

る
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
（
辰
野
勇

代
表
取
締
役
会
長
）
と
「
安
曇
野

市
と
㈱
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
と
協

力
に
関
す
る
包
括
協
定
」を
結
び
、

７
月
11
日
、
モ
ン
ベ
ル
本
社
に
て

締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
10
月
に
は
、
市
と
同

社
は
フ
レ
ン
ド
タ
ウ
ン
の
覚
書
を

締
結
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
モ
ン

ベ
ル
の
会
報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
通
じ
て
安
曇
野
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。　
　

本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
山
岳

デ
ザ
イ
ン
」、
多
様
な
性
へ
の
理

解
を
含
め
た
「
男
女
共
同
参
画
」、

外
国
人
支
援
を
中
心
と
し
た
「
多

観
光
や
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
の
強
化

は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
面
以
外
の
幅

広
い
分
野
で
の
連
携
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

太
田
寛
市
長
は
、「
安
曇
野
の

豊
か
な
地
域
資
源
を
存
分
に
生
か

し
た
『
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

聖
地
』
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
と

と
も
に
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
楽

し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
農
業
の
活
性
化
な
ど
７
つ
の

協
定
項
目
の
実
現
を
め
ざ
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

文
化
共
生
」
の
三
つ
を
骨
子
案
と

し
て
い
ま
す
。

太
田
寛
市
長
は
「
多
く
の
市
民

が
相
手
を
尊
重
し
、
手
を
差
し
伸

べ
る
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、尾
䑓
会
長
は「
幅

広
い
内
容
の
論
点
を
し
っ
か
り
整

理
し
議
論
を
進
め
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
年
内
に
計
画
案
を
取
り

ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
、
来
年
３
月
に
最
終
案
を

示
す
予
定
で
す
。

共生社会づくりに向けて諮問
（写真 太田市長と尾䑓会長）

豊かな地域資源をアウトドアに活かす協定締結
（写真 辰野代表取締役会長と太田市長）

■
す
べ
て
の
人
が〝
ら
し
さ
〟を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
強
化
に
向
け
包
括
連
携
協
定
締
結

安曇野玉ねぎ祭りが６月18日（土）・19日（日）、市内

16カ所の会場で開催され、玉ねぎを買い求める多くの来場

者によって長い列ができていました。

本年は今までにないほどの大盛況で、初日の午前中には完

売となる会場も続出。生産者も会場の交通整理や玉ねぎの

運搬に追われていました。

ニュースで玉ねぎ祭りを知り、収穫体験に参加した熊谷綾

子さんと依
い と

采ちゃん（三郷温）は、「小さい玉ねぎはお味噌

汁に、大きい玉ねぎは肉じゃがやカレーにして食べたい」と

笑顔で話し、掘り起こした玉ねぎを一つ一つ丁寧にネットに

詰めていました。

安曇野明科あやめまつりが３年ぶりにあやめ公園で開か

れ、満開のハナショウブとイベントを楽しむ来場者でにぎわ

いました。当日は、新型コロナ対策で縮小開催となったもの

の、太鼓の演奏やキッズダンスなどのステージイベントやフォ

トコンテスト、地元の特産品販売などが行われました。

駒ケ根市から夫婦で訪れた平城和夫さんと富貴子さんは

「いろいろな種類があって特に大きい花が見事。手入れが行

き届いていてとても気持ちがいいです。ちょうど見頃の時期

に来られてよかった」と話してくれました。

南安曇農業高等学校生物部では、昭和35年ごろまで安曇

野周辺で栽培されていたワサビ「タカイ」を探しています。

現在市内で栽培されているワサビはイモの成長が早い品種

が主流ですが、タカイは、連作障害で栽培されなくなった青茎

系のワサビで、休耕地や庭の片隅などに残っている可能性があ

るといいます。なお、品種の特定にはDNA 鑑定が必要です。

同校生物部１年の三村梨花さん、横川和磨さん、福澤優羽

さんは、「タカイは、ワサビの系統を解明するうえで重要なもの。

どんな些細なことでもいいので、情報を寄せてほしい」と話し

ました。

情報は、南安曇農業高等学校生物部472・2139まで

6/18 ～ 19　安曇野玉ねぎ祭り

6/18 ～ 19　安曇野明科あやめまつり

7/8　南安曇農業高校生物部 情報募集中

大盛況！玉ねぎ求めて長蛇の列

３年ぶり 復活のあやめ公園ににぎわい

幻のワサビ「タカイ」を探しています

市政トピックス

令和３年度 安曇野市スポーツ協会表彰 功労者・優秀選手を表彰
安曇野市スポーツ協会（赤羽高明会長）はこのほど、令和 3年度表彰を発表しました。多年にわたる優秀選手育成

の功績から、功労賞には、安曇野空手道連盟・哲士義塾道場の清水ちずるさん、指導者功績賞には、穂高東中学校・
男子ソフトテニス部顧問の土屋善成さんが選ばれました。そのほか、競技者として次の皆さんが受賞されました。（敬
称略・令和 3年度時の所属）
【栄光賞】▷林原ニコラス大輝（空手・真武館）▽落合華
七斗（陸上・佐久長聖高）▷隠岐魁人（空手・誠拳会）【奨
励賞】▷酒井幹汰（陸上・豊科高）▷中野遥（柔道・明科高）
▷中谷息吹（陸上・松本国際高）▷小林春輝（スキー・穂
高西中）▷古幡悠馬、三枝逸勢（ソフトテニス・穂高東中）
▷藤澤洸起（テニス・松本深志高）▷逸見陽人、青栁瑠泉、
沖妃華、管里佐子、胡桃有沙（登山・大町岳陽高）▷平林
優奈、鰐川優那、熊野礼紫（バスケットボール・東海大付
属諏訪高）


